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縁駐　　　　28c111　　　杉ヒ　　　　24c頂識

i傷さ　40cm　　　　　12．5kg

1　緒 言

　凡そ箏i業の計画は，事業目録の羅列

よりなる趣意書を基として，工業会社

創立の運びとなるものが大部分であ

る。本当は此れが発明発見の発展より

なる事業化が望ましく，其れが製作品

の設計，製造技術，事業化への画面計

画等に関する，一切の企i業計画を公に

したもの，例は誠に少ない。其の多く

は，利権屋の掌中にあるか，営利会社

の秘密事業計画の類に属するものであ

る。以って既処に表題の如き製照を，

設計試作して，其れが検討を試み，聯

か以って，薪規事業計画や機種変更を

笑施せんとする，中小企業者の為に，

プラント輸出的なものとなれば幸いで

あるQ
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　　　　　　　　　　　　　　聾　設計に当って

1．設計条件
　企業成立の目的より，多くを販売して，営業の成立つ様にしなければならない。其れ

が為には，一般大衆が事務用機械として，買入し易すき，手頃の価絡とせねばならな

い。現在（1954年）の社会経済情況よりして，5～6千円止まり位に小売販売価格を押

える必要があると判定し，設計を此の範囲に適する様試みた次第である。

2．月喜　　　　途

　一般事務用小型伝票整理道県，

3．本設計に当り特に留意した諸点。

　1　重量　軽減
　　販売価格の点，事務用道具の点等よりして，出来る限りの重量軽減を試みた。例え

　ぽ押付け胴体を力旧式に筋を入れて，肉盗みを試みた。又台の側面を三方開放型とし

　た。

　2　工数の激減
　　部品加工の総べてに渡り，出来得る限り治工具に頼り，工数の激減と共に，入件費

　の節約を計り，熟練工の手を省いて，未経験工をして，迅速且つ正確に出来得る様に

　したg例えば，卵形の歯車箱は，一面切削後，箱形孔笙け治具により，歯車箱に空け

　られるべき全べての孔を，容易に且つ正確に空け，罫引きの手数を省き，材料の加工

　取付けの圏難を解除して，工数の激減を計った。叉傘歯車は此れを機檎切りせず，鋳

　放しとして，中心部の孔空けのみ力口工すれば事足りる様にした。

　1）
　3　外　観　の　姿

　　外部の鋳物の肌は，此れを全べて焼付塗装とし，金属部は，鍍金を施して綺麗に

　し，形状は全べての角度より見て，纏ったSenseを持たせる様につとめた。例えば

　歯車箱は，此れを態々卵形とし，其の蓋にはハート形の流線型を施して，外観を整え

　又蓋の押えねぢは此れを皿ビスとして，凸出せざる様注意した。以上の如き’商品ヂザ

　イン迄施した此の製晶は，然らば如何なる程農に事業が成立するかを次に検討して見

　んと思う次第であ1る。

　　　　　　　　　　　　　　類　製造原価内容

　此の伝票綴機なる製品を，製作工程により，夫々の部品に就き一つ一つ贋me　Study

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
により，工数の算出，及び正味重量を測定し市場単価を鋳物70円ん8，軟鋼5粥／k窪，工数

脚円／塒間と定めて，算出した結果を纏め第1表を作って見たQ
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　　　　　　　　　　　　　W　プラント輸出

　今此処に筆者は，小規模乍ら，プラント輸出なるものを，実現せんとして，下記の如

き概設工場があるものと仮定し，此の工場に於いて，企業成立の成算有や否やを，検討

して見ようと思う。

某既設工場の内容

　工　　　場

　　場　所………………・・『…長野県長野市近在

　　創　立………∴…………5年前

　　敷地・…・…一…一・・…1⑪o坪

　　建　物………………・…一川揚一棟4×5間　事務所一棟2×3間

　　　　　　　　　　　　経営者個人所有とす

　機械設備

　3’米式ベノしト掛旋盤

　Kノ　　　　　　　〃
　）

　4／英式　　〃

　16”三型ボール盤

　卓上ボール盤

　醗ユェバーサルミーリング
　　バーチカルアタチメント付

従業員　　　　’

　経営者…一………・・……

　職　長……………・………一

　職　ユ：…・・…
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定盤　　　　　　　　1監台

其他一揃への押回類

　　　　　　　　　　　　…………1名　　　　見習工…・……・………一！名

　　　　　　　　　　　　　一…1名　　　事務員・………………9…・1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋）
　　　　　　　・一・・…　一・一・・・・・・…　一・…　5名　　　　　　　　　　　　　　　　　 言十9名

　さて此の製造をするに当り，部品の工作は，設備機械に大いに左右せられる事とて，
3）

工作工程表第2蓑を作る。

　　　　　　　　　　　　　　第　　2　　表

幽 茄 刷騰1工作工 程　順 使鰐二t二作機械
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4ノ英式旋盤
　　　　　　　　　i
31米式旋盤，卓上ボールi

買入晶

　　倶　旋…………旋盤黍幾械加工　　ボ…………ボ・一ル盤加工　　　仕・…・・……手仕上加コll

　　　　フー……・・フライズ〃　鍍・・……．…鍍金　　　　塗…・一…塗装

　　　　木一一…木型　　　　　　鋳……・・一鋳造

　此等に基づき，製造を進めて行く，そうして前述の伝票綴機の機械加工代一一一台当り，

1745円の経費より，逆に概算すれば，此は一時聞100円の単価で計箕したものである故

一台当りの工数17．5時開を要した筈である。依って…人一一ケ月25臼として，2GO時聞約

ユ2台を作り得る計算となる。故に当該工面直接工員8入としては，一ケ月約1eo台を作、

り得る事可能なり。そこで本工揚は月産100省Lを製造国標として，販売出来得るものと

して，下記の如き総原価の分類の各項藏に就き，夫々検討を試み，其の結果を纏めて見

た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　費等）

⑦販売費（販牽員の給料広告物等）

⑧総論費（事業全体の経営に要する消費額）

原価計算（一ケ月当り100台生産）

　　　（1）直接物品費

　　　　材料費　鋳物　65，850．00

　　　　　　　　軟鋼　17，203．00

　　　　タト言主～rt　　鍍金　　25，　GGO，　eo

　　　　　　　　塗装＋）30，G◎0．00

　　　　　　　　　￥　138，053。CO

（2）直接工賃

　　営業主　1入　25，GOO．00

　　職長　1人12，000．00

　　職工　5人35，000．GO

　　見習工　1人＋、4，000，00

￥76，COO。00
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⑧直接費用

　　設計費　　100，00◎．◎◎

　　木型代　÷、15，0GO．　GO

　　　　　筆ざ115，000．00

㈲　間接工賃

　　運送業者へ￥5，00αGO

笠非高夫

㈲

（6）

間接物品朝

駆プフ塁超一・…　　髪3，788．GO

職質聞接費用

事務員月給10，GGO，00

電燈料　　　　600．GO

水道料　　　　200．00

新聞季黛2吾区　　　．400．0◎

燃料代　　　　1，GOG．　CG

工場保守費　30，CGO。　GO
（油，ポロ，石鹸其他）

　　　　　￥42，2GO．00

No．4

　以上（1）から⑥までの製造原価は合計389，041．00円となり，…台当り約3，890円となる，

然るに本計算は翌月より，（3）の直接費用！15，CGO円が消える為，一台当り約2，740円と下

落する，更に進んで総原価計算を求めるならば，

　（7）　販売費　　…ケ年を通じて一ケ月　20，COO．00

　（8）　総：係費　　…一ケ年を通じて一・ケ月　30，0CO．00

とせば

　　　　　　｛：（389，041．00－1崖5，GOO．00）十50，　GOO。00｝÷1GO≒3，240．　CO

となり，i翌月より一台当り3，24．0円なる製造卸売り価額となるQ

　当工揚は非常に小なる経営工場なるを三って，今仮りに製造兼小売をするものとし，

小売価格を一台に就き6，GOO円とするならば，当山揚一ケ年閥の利潤は大略下記の通り

となる。

　　　　　　　　（6，000－3，240）　×　100台×！2ヶ月＝・3，312，0CO．00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
　331万円となる。然るに本事業は，カ9工製造業である為，地方税法第746条の第一種

事業に該当するを以って，税率一翻二分となり，一ケ年約40万円の納税義務を生ず。夏

に職員の労災保険や健康保険箸其他を合せて3箔なる，経費を要するとせば，約10万円

程度の支払高となり。なんだかんだで約50万円位は，支出予算として計上せねばならな

い。依ってペーパープランによる純利潤は，

　　　　　　　3，312，000．00－5GO，00◎．00＝2，812，00（）．00　となる

　然るに既の事i業を目論む経営藩の所得を計算するならば，国は國税として此の所得金

額に適応する。標準を課する事となる其故此の281万円の所得は，結局次の通りとな

る。
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　　　　　　　基礎控除　　　　税率
　　　　　　　　　↓　　　　　　　↓
r・…2・・・・…一｛18：888：88｝〕（・一α27）一・…も・・・…

　　　　　　　　　↑
　　　　　　　扶養控除（妻，児供こ二入）

（7）43

　結局此の伝票綴機は，流動資金3◎万円位を持って，8～9入位の人員にて，1ケ年12

00台を生産し，此れを上手に売り捌いて，事業金融の円滑なる運びを見るならば，一一ケ

年に約盆00万円の利澗を生むと云う，甚だもって甘過ぎる様な話しではあるが，其処に

は，製昂の製作歩留り，貸附代金の焦附き，不渡り手形の危険等幾多の現社会情勢に流

れる不誠意より生ずる，事業行き諮りの多くの塩路があるが，反面1至g及びfixtureの最

適なる考察，及び利用に伴って生ずる，一サ年1，200台或は其れより遙かに上廻わる生

産と売行きを来たすならば，一様事業として，立派な成果を修める事は疑いもない事と

催ずる次第である。

V　結 雷

　以上の如き実用試作品が工業事業計画の糧となり，地方中小工業への所謂，プラント

輸出なるものとなれば，筆者の悦びとする処である。終りに本試作研究の為終始御指

導を賜りたる加畑教授，絶大なる御協力に預りたる，本学部内民生科学厨究所員の方

々，及び長野工業指導駈，吉田鋳造所，長野メッキ工場に対し，併せて厚く謝意を表す

る次第ですQ
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